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特集　脂質異常症
動脈硬化の危険因子「脂質異常症」を見逃すな
検査のはなし

超悪玉コレステロール

働くための元気づくり

健康づくり 栄養と健康（3）14

脳だめし 　あなたは何問できる？16

ちょっと気になる水と食と大気のはなし

ダニアレルゲン12

季節の健康食・27

トマト11

からだにいいことアレコレ

水虫対策10

知って安心　保険

がん治療のための経済的な支え9

簡単な検査のはなし・27 
脂肪肝の血液検査について教えてください

脳を活性化！

指先運動⑥

8

HOROSCOPE 　7月～9月の健康運

　７月７日、太宰府天満宮の「七
夕祭」を訪れました。
　七夕祭は、彦星と織姫が七夕
の日に出会う伝説をご祭神の菅
原道真公が短歌で詠んだことか
ら1046年に太宰府官人によって
催され、宮廷行事の特徴を色濃
く残して中世の頃まで盛大に行
われていました。その後、幾度
かの中断を経て1957年に再興さ
れたものです。
　境内に用意された笹には、願
いごとが書かれた色とりどりの短
冊が飾られています。皆さんの
願いごとが天に届きますように。「七夕祭」
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特 集
脂質異常症　

血
液
中
に
は
、脂
質
と
し
て
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂
肪
、リ
ン
脂
質
、遊

離
脂
肪
酸
の
４
種
類
が
あ
り
ま
す
。

脂
質
異
常
症
と
は
、
こ
れ
ら
の
脂
質

の
中
で
も
と
く
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
多
す
ぎ
る
、あ

る
い
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

少
な
す
ぎ
る
、な
ど
の
状
態
を
示
す
こ

と
で
す
。

　
脂
質
と
い
う
と
体
に
悪
い
も
の
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、体
を
構
成
す
る

た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
物

質
で
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、細
胞
膜
の
主

要
な
構
成
成
分
で
、
性
ホ
ル
モ
ン
、
副

腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
ス
テ
ロ
イ

ド
ホ
ル
モ
ン
、
胆
汁
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

の
原
料
と
な
り
、生
命
維
持
に
欠
か
せ

な
い
物
質
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
水
に
溶
け
な
い
た
め
、血
液
中
で
は

た
ん
ぱ
く
質
と
結
合
し
た
状
態
で
存

在
し
ま
す
。
結
合
し
て
い
る
た
ん
ぱ

く
質
の
種
類
に
よ
り
、Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
と
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
、肝
臓
で
作
ら
れ
た
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
全
身
に
運
ぶ
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、多
過
ぎ
る
と
血
管
の
壁

に
入
り
こ
み
、動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

す
一
番
の
担
い
手
に
な
る
た
め
、悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
は
、
血
管
壁
に
た

ま
っ
た
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

肝
臓
へ
戻
し
、動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ

な
い
よ
う
に
働
く
の
で
、善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子「
脂
質
異
常
症
」を
見
逃
す
な

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
役
割

中
性
脂
肪
の
役
割

コレステロールも中性脂肪も体にとって必要な物質です。

コレステロールと中性脂肪の役割
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特 集  ◆  脂質異常症

　
脂
質
異
常
症
で
あ
っ
て
も
、通
常
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、Ｌ

Ｄ
Ｌ
と
中
性
脂
肪
の
値
が
高
い
と
動

脈
硬
化
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
と
は
、動
脈
の
壁
が
厚
く

な
っ
た
り
、硬
く
な
っ
た
り
し
て
本
来

の
構
造
が
壊
れ
、働
き
が
悪
く
な
る
病

変
の
総
称
で
す
。
血
液
中
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
質
が
多
い
状
態
が
続

く
と
、血
管
壁
に
余
分
な
脂
質
が
沈
着

し
、プ
ラ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
塊
が
作
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
余
分
な
脂
質
は
比

較
的
短
期
間
で
血
管
壁
に
た
ま
る
た

め
、柔
ら
か
く
て
壊
れ
や
す
い
も
の
で

す
が
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
血
管
壁

が
ど
ん
ど
ん
分
厚
く
な
り
、血
管
の
内

腔
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
だ
っ

た
血
流
と
内
膜
の
間
に
無
理
が
生
じ
、

内
皮
細
胞
が
壊
れ
、
血
栓
が
で
き
ま

す
。
こ
の
血
栓
で
血
管
が
詰
ま
る
と
、

急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
発
作
と
し
て
、

初
め
て
症
状
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、症
状
を
自
覚
す
る

よ
う
に
な
っ
た
時
は
、す
で
に
20
〜
30

年
に
お
よ
ぶ
沈
黙
の「
動
脈
硬
化
の
進

行
」が
あ
っ
た
と
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
動
脈
硬
化
性
疾
患
に
は「
脳
梗
塞
」

や「
心
筋
梗
塞
」、「
狭
心
症
」、「
高
血

圧
」、「
大
動
脈
瘤
」な
ど
、命
に
か
か
わ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
中
性
脂
肪
は
、
糖
質
と
な
ら

ん
で
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
る
物
質
で
す
。
主
に

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
、体
温
を

保
っ
た
り
外
部
の
衝
撃
か
ら
内
臓
や

骨
な
ど
を
守
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、血
液
中
に
中
性
脂
肪
が
増
え

過
ぎ
る
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
を
減
少
さ
せ
、Ｌ
Ｄ

Ｌ
は
増
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
中
性
脂

肪
は
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
を
小
型
化
さ
せ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
小
型
Ｌ
Ｄ
Ｌ

は
、通
常
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
よ
り
酸
化
し
や
す

く
、
血
管
壁
に
侵
入
し
や
す
い
た
め
、

超
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。
小
型

Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
増
え
る
と
、さ
ら
に
動
脈
硬

化
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中性脂肪は重要なエネルギー源。血液中
に増え過ぎるとＨＤＬとＬＤＬのバランス
に影響を与え、動脈硬化を促進する。

細胞で使いきれずに余ったコレステ
ロールを回収して肝臓へ運ぶ

血液中に増え過ぎたLDLコレステロールは、中性脂肪の影響により酸化・
小型化が進み、血管の小さな傷から血管壁に入り込む。血管壁に溜まった
コレステロールなどの脂質はプラークとなり、動脈の内腔を狭めていく。

食物からの摂取や肝臓で作られた
コレステロールを全身の細胞へ運ぶ

LDLへの影響 … LDLの増加・小型化
HDLへの影響 … HDLの減少

中性脂肪

HDL（善玉）LDL（悪玉）

動 脈

肝 臓

中性脂肪増加がもたらすLDL・HDLへの影響

コレステロールなど
の脂質沈着
（プラーク）

血小板が集まる 血小板血栓外膜
中膜

内膜

内皮細胞

内膜の肥厚 狭窄がすすむ 血管が詰まる
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厚
生
労
働
省
が
３
年
ご
と
に
実
施

し
て
い
る「
患
者
調
査
」
の
平
成
26
年

調
査
に
よ
る
と
、
脂
質
異
常
症
の
総

患
者
数（
継
続
的
な
治
療
を
受
け
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
患
者
数
）
は
、

２
０
６
万
２
０
０
０
人
で
し
た
。
平

成
８
年
で
は
96
万
４
０
０
０
人
と
、患

者
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
脂
質
異
常
症
の
最
も
多
い
原
因
は
、

高
カ
ロ
リ
ー
・
高
脂
肪
の
食
事
と
運
動

不
足
で
あ
り
、脂
質
異
常
症
の
８
割
は

生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
昔
前
の
日
本
人
の
食
生
活
は
、

野
菜
や
穀
類
、
魚
類
が
中
心
の
和
食

で
、繊
維
質
が
多
く
て
カ
ロ
リ
ー
は
や

や
低
め
で
し
た
。
し
か
し
、現
代
人
の

食
事
は
欧
米
化
し
て
肉
食
が
中
心
で

す
。
さ
ら
に
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
、生
ク

リ
ー
ム
な
ど
と
い
っ
た
動
物
性
の
油

脂
類
が
多
く
、高
カ
ロ
リ
ー
化
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、摂
取
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

化
し
き
れ
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
動
車
や
電
車
な
ど
の
交
通
網
、エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

の
設
備
に
よ
っ
て
利
便
性
が
増
し
た

こ
と
が
、人
々
の
運
動
不
足
を
加
速
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
生
活
習
慣
は
脂
質
異
常

症
の
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
、メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ
ボ
）

の
原
因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ

タ
ボ
は
脂
質
異
常
症
の
ほ
か
、
糖
尿

病
、高
血
圧
症
な
ど
複
数
の
生
活
習
慣

病
を
併
発
し
た
状
態
で
、さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　
日
本
で
は
、腹
囲（
へ
そ
周
り
）が
男

性
85 

cm
、女
性
90 

cm
を
超
え
、高
血
圧
・

高
血
糖
・
脂
質
代
謝
異
常
の
３
つ
の

う
ち
２
つ
に
当
て
は
ま
る
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、現
在
の
状
態
を
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
で

計
測
し
、
肥
満
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、

B
o
d
y
 M
ass In

d
ex

（
ボ
デ
ィ
・
マ

ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
の
略
称
で
、「
ボ

デ
ィ
・
マ
ス
指
数
」「
体
格
指
数
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

遺 伝

アルコールの
飲み過ぎ

動物性脂肪や
甘いものの
食べ過ぎ

運動不足

喫 煙

肥 満

加 齢

他の病気

脂質異常症
HDL-C減少
中性脂肪と
LDL-Cの増加

脂質異常症のさまざまな原因

動脈硬化

満

◆BMIの判定基準
低体重
普通体重
肥満（1度）
肥満（2度）
肥満（3度）
肥満（4度）

18.5未満
18.5以上 25未満
25未満 30未満
30以上 35未満
35以上 40未満
40以上

BMIの計算式と判定基準 メタボリックシンドロームの診断基準
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特 集  ◆  脂質異常症

　
脂
質
異
常
症
の
患
者
を
性
別
で
み

る
と
、
男
性
59
万
６
０
０
０
人
、
女
性

１
４
６
万
５
０
０
０
人
で
、女
性
は
男

性
の
２
・
５
倍
も
多
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
関
係
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
月
経
の
あ
る
間

は
活
発
に
分
泌
さ
れ
ま
す
が
、50
歳
前

後
で
閉
経
を
迎
え
る
と
分
泌
量
が
減

少
し
ま
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
は
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
少
さ
せ
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す

働
き
が
あ
り
ま
す
が
、閉
経
を
迎
え
る

と
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
低
下
す

る
こ
と
で
脂
質
異
常
症
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、脂
質
異
常
症
に
な
る
原

因
と
し
て「
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
」が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

は
、遺
伝
的
な
要
因
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
異
常
に
高
く

な
る
疾
患
で
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
肝
臓
か

ら
全
身
の
細
胞
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
運
ぶ
役
割
を
し
て
い
ま
す
が
、家
族

性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
人
は
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
を
体
内
に
引
き
込
む
Ｌ
Ｄ
Ｌ

受
容
体
が
生
ま
れ
つ
き
少
な
い
た
め

に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
細
胞
内
に
入
っ
て
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、血
液
中
に
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

に
は
軽
症
と
重
症
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
症
の
場
合
は
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
受
容
体
の

遺
伝
子
の
１
つ
に
異
常
が
あ
り（
ヘ
テ

ロ
接
合
体
）、
日
本
人
の
２
０
０
人
〜

５
０
０
人
に
１
人
の
頻
度
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
重
症
の
場
合
は
、
そ
の
遺
伝

子
２
つ
に
異
常
が
あ
り
ま
す（
ホ
モ
接

合
体
）。
ホ
モ
接
合
体
は
非
常
に
ま
れ

で
、16
〜
１
０
０
万
人
に
１
人
の
頻
度

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
あ
わ
せ
て
30
万
人
以
上

の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、正
し
く
家
族
性
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る

人
は
１
０
０
人
に
１
人
も
い
な
い
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

の
人
は
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

胎
児
の
時
か
ら
高
く
、動
脈
硬
化
が
非

常
に
早
く
か
ら
進
行
し
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、若
い
と
き
か
ら
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
な
ど
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ

る
た
め
、
小
児
期
で
の
診
断
・
治
療
開

始
が
理
想
で
す
。

　
ま
た
、ほ
か
の
病
気
が
原
因
で
脂
質

異
常
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を「
続
発
性（
二
次
性
）脂
質
異

常
症
」と
呼
び
ま
す
。

　
原
因
と
な
る
病
気
に
は
、甲
状
腺
機

能
低
下
症
や
肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
糖
尿

病
、
肥
満
、
ア
ル
コ
ー
ル
過
飲
な
ど
が

あ
り
、
原
因
と
な
る
薬
に
は
、
ス
テ
ロ

イ
ド
ホ
ル
モ
ン
剤
や
利
尿
薬
、避
妊
薬

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
病
気
を
治

療
し
た
り
、薬
を
変
更
し
た
り
止
め
た

り
す
る
こ
と
で
、脂
質
異
常
症
の
改
善

が
期
待
で
き
ま
す
。

◆女性のエストロゲン量の変化

0歳 10歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳

手の甲 目

黄色腫

黄色腫
角膜輪

3つの診断基準のうち、2つ以上当てはまれば、
家族性高コレステロール血症と診断される。
15歳未満の子どもの場合、　　を参考にする。
黄色腫は現れにくいため診断基準に含まない。

家族性高コレステロール血症
診断基準（15歳以上）

アキレス腱
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脂
質
異
常
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、

通
常
は
血
液
検
査
の
結
果
を
も
と
に

判
定
し
ま
す
。
職
場
や
自
治
体
な
ど

で
行
う
定
期
健
康
診
断
で
は
、血
液
検

査
の
中
に
脂
質
異
常
症
の
判
定
基
準

と
な
る
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂

肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
検
査
結
果
を
み
れ
ば
、医

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
正
常
で
も
、Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善
玉
）コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な
い
と
血
栓
が
で
き

や
す
い
、あ
る
い
は
動
脈
硬
化
に
な
り

や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
現
在
、血
管
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
目
安
と
さ
れ
て
い
る
の

が
Ｌ
Ｈ
比
で
す
。

　
Ｌ
Ｈ
比
は
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
を
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

で
割
っ
て
求
め
た
比
の
こ
と
で
、脂
質

異
常
症
を
見
つ
け
る
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。
通
常
で
あ
れ
ば
２
・
０
以
下
に
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
の
人
は
１
・
５
以
下

に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｈ
比
を
改
善
す
る
に
は
、Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
、Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
こ
と
が

師
に
よ
っ
て
脂
質
異
常
症
か
ど
う
か

は
診
断
で
き
ま
す
が
、動
脈
硬
化
の
程

度
や
合
併
症
の
リ
ス
ク
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
に
は

加
齢
、高
血
圧
、喫
煙
な
ど
が
あ
り
、危

険
因
子
が
多
い
ほ
ど
動
脈
硬
化
は
進

み
や
す
く
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど

の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

大
切
で
す
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら

す
に
は
、
海
藻
類
や
青
魚
、
大
豆
製
品

な
ど
を
積
極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

増
や
す
に
は
、生
活
の
中
に
運
動
を
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
代
謝
が
上
が
る

こ
と
で
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
生

成
が
活
発
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
脂
質
異
常
症
は
、以
下
の
３
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。

①
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い

タ
イ
プ（
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
）

②
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
い

タ
イ
プ（
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
）

③
中
性
脂
肪
が
多
い
タ
イ
プ（
高
ト
リ

グ
リ
セ
ラ
イ
ド
血
症
）

◆脂質異常症の判定基準値

◆脂質の管理目標値

3.以下の危険因子をいくつ持っているか？

1.以下の疾患にかかったことがあるか？

2.以下の疾患を持っているか？

血管内の状態LH比

LH比の計算式と目標値
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特 集  ◆  脂質異常症

こ
れ
ら
の
検
査
は
医
療
機
関
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　 検 査 の は な し

超
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

　
脂
質
異
常
症
治
療
の
基
本
は
、食
事

療
法
と
運
動
療
法
と
い
っ
た
生
活
習

慣
の
改
善
と
、
薬
物
治
療
が
あ
り
ま

す
。

　
脂
質
異
常
症
を
起
こ
す
人
の
多
く

に
、過
食
や
高
脂
肪
食
な
ど
の
悪
い
食

習
慣
が
見
ら
れ
ま
す
。
病
気
の
発
症

や
進
行
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日
の
食
事

を
見
直
し
て
改
善
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
た
だ
し
、脂
類
を
一
切
取
ら
な

か
っ
た
り
、野
菜
だ
け
を
食
べ
た
り
と

い
っ
た
偏
っ
た
食
事
を
す
れ
ば
、必
要

な
栄
養
素
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

常
に
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
食
事

を
１
日
３
食
摂
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
な
お
、日
本
動
脈
硬
化
学
会

で
は
伝
統
的
な
日
本
食
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　
運
動
は
で
き
れ
ば
毎
日
、少
な
く
と

も
週
３
日
以
上
、１
日
30
分
程
度
を
行

コレステロール食事摂取基準の撤廃

column
コ ラ ム

● コレステロール

う
の
が
理
想
で
す
。
運
動
の
基
本
は

有
酸
素
運
動
で
す
が
、余
裕
が
あ
れ
ば

ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
筋
肉

が
つ
く
と
基
礎
代
謝
が
上
が
る
た
め
、

普
段
の
生
活
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

多
く
消
費
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

運
動
療
法
に
よ
り
血
中
脂
質
の
改
善

効
果
が
得
ら
れ
、脂
質
異
常
症
を
改
善

し
ま
す
。

〈
参
考
資
料
〉

・（
一
社
）
日
本
生
活
習
慣
病
予
防
協
会「
脂
質

異
常
症
」ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

・
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク「
脂
質
異
常

症
」ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

・
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー 

循
環
器
病

情
報
サ
ー
ビ
ス「
脂
質
異
常
症
と
い
わ
れ
た 

ら
」ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

●禁煙し、受動喫煙を回避する。

●過食を抑え、標準体重を維持する。

●魚類、大豆製品の摂取を増やす。

●野菜、果物、未精製穀類、海藻の摂取を増やす。

●塩分の摂取を控える（6g/日未満）

●アルコールの過剰摂取を控える
（25g/日以下）

●有酸素運動を毎日30分以上行う

生活習慣の改善
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簡単な検査のはなし・27

A Q
脂
肪
肝
の
血
液
検
査
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

検査項目検査の目的
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保険紹介

◆損害保険ジャパン日本興亜（株）代理店
◆アフラック代理店
◆三井住友海上火災保険（株）代理店

知
っ
て
安
心
　
保
険

知
っ
て
安
心
　
保
険

が
ん
は
１
９
８
１
年
か
ら
わ
が
国
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
、３
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、２
０
１
３
年
に
新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
が
ん
は
約
86
万
２
千
例
あ
り
、

２
０
１
７
年
の
が
ん
罹
患
の
推
定
値
は
約
１
０
１
万
４
千
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
が

ん
の
罹
患
率
も
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、も
は
や
が
ん
は
、国
民
病
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
状
況
で
す
。

が
ん
治
療
の
た
め
の
経
済
的
な
備
え

　
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、禁
煙
・

節
酒
・
食
生
活
・
身
体
活
動
・
適
正
体
重

の
維
持
の
５
つ
の
健
活
習
慣
を
実
践

し
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
を
お
こ
な

う
こ
と
で
、発
が
ん
リ
ス
ク
が
低
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、発
が
ん
リ
ス
ク
を

下
げ
る
た
め
、生
活
習
慣
の
改
善
に
つ

と
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
リ
ス
ク
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
が
ん
検

診
で
す
。
医
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

が
ん
は
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
治
る

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。初
期
段

階
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
と
も
、異
常

を
感
じ
た
時
に
は
、深
刻
に
進
行
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

初
期
段
階
で
見
つ
け
る
が
ん
検
診
は
、

が
ん
死
亡
率
を
下
げ
る
の
に
非
常
に
有

効
で
す
。

　
が
ん
検
診
の
主
な
検
査
は
、血
液
検

査（
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
）、超
音
波
検
査
、Ⅹ

線
検
査
、Ｃ
Ｔ
検
査
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
査
、
画
像
検
査
、
内
視
鏡
検
査

な
ど
が
あ
り
ま
す
。世
界
的
な
早
期
治

療
開
発
技
術
が
加
速
し
て
い
る
中
で
、

２
０
１
８
年
４
月
よ
り
尿
検
体
を
用
い

た
が
ん
検
査
の
実
用
化
に
向
け
た
世
界

初
の
実
証
試
験
が
日
本
で
始
ま
っ
て
お

り
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
が
ん
判
別
装
置

な
ど
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
が
ん
検
診
受
診
率
は
と
い

う
と
、男
性
は
40
〜
50
％
、女
性
は
30
〜

40
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、子
宮
頸

が
ん
と
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
２
０
１
７
年
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
第
三
期
が
ん
対
策
推
進

基
本
計
画
で
は
、検
診
受
診
率
の
向
上

を
重
要
課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。受
診
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　
国
際
比
較
で
は
、日
本
の
が
ん
検
診

受
診
率
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
加
盟
国
で
最
低
水
準
で
す
。

米
国
で
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
み
、

１
９
９
０
年
代
前
半
か
ら
そ
の
死
亡
率

は
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、子

宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は
米

国
で
は
70
〜
80
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
で
は
40
％
と
低
い
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
何
よ
り
重
要
で
は
あ
り
ま
す

が
、
も
し
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

「
が
ん
保
険
」に
加
入
し
て
い
れ
ば
、治

療
前
に「
診
断
給
付
金（
一
時
金
）」を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
治
療
に
は
、治
療
費
等
で
支
出
が
増

加
す
る
一
方
で
収
入
が
減
少
し
、収
支

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、支
出
の
中
に
は
教
育
費

や
家
賃
・
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
、急
に
減
ら

す
こ
と
が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
ま
だ
、準

備
を
さ
れ
て
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

85.0%

68.5% 66.1% 68.7%

37.7%

80.4%
72.6%

82.1%
74.1%

36.4%

アメリカ イギリス オランダ 韓国 日本
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20～69歳子宮頸がん検診受診割合（2013年）

50～60歳マンモグラフィー検診受診割合（2013年）
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足の指の間の皮が、湿って白くふやけたようにな
り、じゅくじゅくする湿潤型と、皮が薄くむけ赤
くなる乾燥型に分けられます。湿潤型は赤みが
強く、細菌の二次感染により足全体が腫れるこ
ともあります。

角質層の厚いかかとなどの皮膚がかたくなり、や
がて足の裏全体に粉を吹いたように広がってい
きます。かゆみの症状がなく、ひび、あかぎれ
と間違うこともあり、水虫と気づかないことが多
いです。冬にひどくなる特徴があります。

足の裏全体の角質層が厚い

主に土踏まずや足の外側のふちに、小さな赤い
水ぶくれができ、激しいかゆみをともなうことも
あります。
水ぶくれは破れると液が出て、やがて白くカサカ
サに乾き、皮膚がボロボロとむけてきます。

通常は足の水虫が爪に感染して起こるため、足
全体の水虫の治療を行わないと完治しません。
症状は爪が白くにごったり、筋ができたりしま
す。放置すると厚くなった爪がボロボロと崩れ、
爪がなくなり歩行が困難になることもあります。

爪が白くにごる

薬は症状がある部分より広めに塗布します。お風呂上がりは、
表皮の角質層が柔らかくなり、薬が浸透しやすいのでおすす
めです。水虫を放置していると、治りにくい爪水虫になってし
まいます。爪水虫は基本的には内服薬での治療になります。

症状が消えても根気よく治療を続けましょう。菌を完全に死滅
させるには、さらに1～ 2カ月かかり、途中で止めると再発する
ことがあります。平均的な治療期間は１～３カ月です。
爪水虫は程度によりますが、完治まで約1年かかるといいます。

患部が不潔だったり、水疱が破れたりすると、雑菌が入り二次感染が起こり
やすくなります。患部を清潔に保ち、水疱は破らないようにしましょう。

TEL 092-623-5131

【製造・販売元】　株式会社ゼックフィールド

シベリアの天然１００％のモミ精油です。

〒813-0062 福岡市東区松島3丁目29-16
http://www.crc-group.co.jp/crcservice/お問い合わせ先

然

Ⓡ Ⓡ

特許取得　第5537893号特許取得　第4974015号
（容量10mL）
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国民の健康の積極的増進と疾病の予防に寄与します。 
■全国健康保険協会生活習慣病健診指定機関
■労災二次検査実施機関
■労働衛生サービス機能評価機構認定機関

■公益社団法人全国労働衛生団体連合会総合精度管理事業参加機関
■産業医学振興財団指定健診機関
■特定健診・特定保健指導実施登録機関  

福岡支部 〒813-0062 福岡市東区松島３丁目29-18 TEL：092-623-1740
山口支部 〒745-0016 周南市若宮町1-51 TEL：0834-32-3694
長崎支部 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL：0957-43-6103福岡支部・山口支部・長崎支部

http:/ /www.fukuoka-kenkou.jp/

　

ト
マ
ト
の
国
内
生
産
量
の
第
１
位
は

熊
本
県
で
、全
体
の
約
17
％
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
は
低
カ
ロ
リ
ー
で
、美
肌
効
果

や
風
邪
予
防
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、老

化
を
抑
制
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、塩
分
の
排

出
を
助
け
る
カ
リ
ウ
ム
、腸
内
環
境
を
整

え
る
食
物
繊
維
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
栄
養

素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、カ

ロ
テ
ノ
イ
ド
の
仲
間
で
あ
る
リ
コ
ピ
ン
。

ト
マ
ト
の
赤
い
色
は
こ
の
リ
コ
ピ
ン
で

す
。
β-

カ
ロ
テ
ン
と
は
違
い
、ビ
タ
ミ

ン
Ａ
に
は
変
化
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、リ

コ
ピ
ン
そ
の
も
の
が
、活
性
酸
素
を
減
ら

す
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

酸
素
に
は
細
胞
を
酸
化
さ
せ
、老
化
や

動
脈
硬
化
、が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
す
作
用
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、抗
酸
化
作

用
を
持
つ
リ
コ
ピ
ン
に
期
待
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
リ
コ
ピ
ン
の
抗
酸
化
作
用

は
β-

カ
ロ
テ
ン
の
２
倍
、ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

の
１
０
０
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
コ
ピ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ロ
テ

ノ
イ
ド
の
吸
収
性
で
す
が
、生
野
菜
か
ら

は
非
常
に
低
く
、同
じ
量
を
摂
取
し
た
と

し
て
も
、生
の
ト
マ
ト
よ
り
加
工
品
の
方

が
２
〜
３
倍
、リ
コ
ピ
ン
を
吸
収
し
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
は
一
般
的
に
角
ば
っ
て
い
る

も
の
や
凹
凸
が
あ
る
も
の
は
、中
に
空
洞

が
で
き
て
い
た
り
、ゼ
リ
ー
状
の
部
分
が

多
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
の
で
、出
来
る

だ
け
丸
く
ツ
ル
っ
と
し
て
い
て
重
み
を

感
じ
る
も
の
を
選
び
ま
す
。
ま
た
、お
尻

の
先
か
ら
上
の
ヘ
タ
に
向
か
っ
て
何
筋

も
放
射
線
状
に
筋
が
見
え
る
も
の
は
与

え
る
水
分
を
減
ら
し
て
糖
度
が
上
が
っ

て
い
る
ト
マ
ト
で
す
。

トマト
Tomato

季節の健康食 ・27

トマトの起源にはさまざまな説がありますが、有力なのはペルーで発
祥したトマトが10世紀頃にメキシコに伝えられ、そこで栽培化された
という説です。トマトは当初観賞用として栽培されており、食用として
栽培されるようになったのは、18世紀頃といわれています。

トマトのシャーベット
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平
成
28
年
２
月
に
厚
生
労
働
省
が

発
表
し
た「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
現
状

等
」
に
よ
る
と
、
平
成
20
年
の
喘
息
有

症
率
は
幼
稚
園
児
で
19
・
９
％
、
６
〜

７
歳
で
13
・
８
％
、
13
〜
14
歳
で
８
・

３
％
で
、国
民
全
体
で
約
８
０
０
万
人

が
罹
患
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、国
民
の
３
分
の
１
が
何
ら
か
の
ア

レ
ル
ギ
ー
に
悩
ん
で
い
る
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
、季
節
性
と
通
年

性
が
あ
り
、季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
の
ほ
と
ん
ど
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、ブ

タ
ク
サ
な
ど
の
花
粉
で
す
。

　
一
方
、通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
の
主
な

原
因
は
、ダ
ニ
や
真
菌
、昆
虫
、ペ
ッ
ト

の
毛
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
ダ
ニ
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
原
因

の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、ア
レ
ル
ギ
ー
患
者

の
約
８
割
が
ダ
ニ
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、ダ
ニ
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
気

管
支
喘
息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
ダ
ニ
は
、
ヤ
ケ
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
と

コ
ナ
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
で
す
。
こ
れ
ら

２
種
類
の
ダ
ニ
を
総
称
し
て「
チ
リ
ダ

ニ
」と
い
い
ま
す
。
チ
リ
ダ
ニ
は
ヒ
ト

を
刺
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
チ
リ
ダ
ニ
は
屋
内
ダ
ニ
の
80
〜

90
％
を
占
め
、湿
気
の
あ
る
暖
か
い
と

こ
ろ
を
好
み
ま
す
。
ヒ
ト
の
フ
ケ
や

垢
な
ど
の
皮
膚
片
、
埃
や
カ
ビ
、
空
気

中
の
水
分
な
ど
を
餌
と
し
て
い
る
た

め
、日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
家
の
中
に
生

ちょっと気になる水と食と大気のはなし

息
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
、生

き
て
い
る
ダ
ニ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
ダ
ニ
の
死
骸
や
フ
ン
で
す
。
微

粒
子
化
し
た
フ
ン
や
死
骸
は
、空
気
中

を
舞
っ
て
い
る
た
め
、吸
い
込
む
と
気

管
支
ま
で
到
達
し
、
そ
こ
で
ア
レ
ル

ギ
ー
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
や
症
状

を
抑
え
る
に
は
、ダ
ニ
の
死
骸
や
フ
ン

な
ど
を
で
き
る
だ
け
吸
い
込
ま
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
文
部
科
学
省
が
規
定
す
る「
学
校
環

境
衛
生
の
基
準
」
で
は
、
平
成
16
年
２

月
に
一
部
改
訂
が
行
わ
れ
、ダ
ニ
ま
た

は
ダ
ニ
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
年
１
回
定
期

的
に
検
査
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
検
査
の
主
な
対
象
施
設
は
、学
校
の

保
健
室
や
教
室
、保
育
施
設
の
教
室
や

収
納
棚
、
病
医
院
の
病
室
や
待
合
室
、

職
場
の
応
接
室
や
事
務
所
内
、家
庭
で

の
寝
室
や
リ
ビ
ン
グ
な
ど
で
す
。
検

査
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、室
内
の
ダ

ニ
対
策
に
つ
な
が
り
、ア
レ
ル
ゲ
ン
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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●佐賀営業所 〒840-0023 佐賀市本庄町袋131-16 TEL 0952-27-0831
●諫早営業所 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL 0957-28-5031
●鹿児島営業所 〒890-0064 鹿児島市鴨池新町6-2 TEL 099-253-2867

CRC食品 検索

業務のご案内　〈分析・検査に関するご相談やご不明な点等がございましたら、お気軽にお問い合わせください。〉

〒813-0062 福岡市東区松島5丁目7-6  TEL：092-623-2211 FAX：092-623-2212

本社

厚生労働省登録検査機関（食品衛生法・水道法）

目
頭・神経

皮膚

全身

口の中・周り

消化器系

鼻

かゆみ・充血・涙目
まぶたの腫れ

頭痛・めまい

くしゃみ・鼻水
鼻づまり

かゆみ・浮腫
じん麻疹・赤み

蒼白・頻脈
意識喪失・血圧低下

腹痛・下痢・嘔吐
不快感・便秘

唇の腫れ・違和感
口の中のイガイガ

のど
締めつけ感・かゆみ
しゃがれ声

呼吸器系
咳・喘息・呼吸困難

◆アレルギーの症状

◆ダニアレルゲン検査の主な対象施設 ◆ダニアレルゲン検査の主な対象物

・カーペットや絨毯
・畳
・布団（敷布団、掛布団）
・マットレス
・ベット
・カーテン
・押し入れ
・ソファ
・家具の下や隙間 など

・学校 …………… 保健室、教室 など
・保育施設 ……… 教室、収納棚 など
・医療機関 ………病室、待合室 など
・職場 ……………応接室、事務所内 など
・住居 ……………寝室、リビング など
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働
く
た
め
の
元
気
づ
く
り

穴井 元昭
あない・もとあき
1961年 九州大学医学部医学科卒業
1975年 九州大学医療技術短期大学部教授
1995年 同名誉教授
1995年 シー・アール・シー中央研究所 所長
2015年 福岡市健康づくりサポートセンター  センター長
2017年 同  顧問
産医大講座修了認定産業医

　
前
回
に
引
き
続
き
、
栄
養
と

健
康
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

食
べ
物
の
消
化
・
吸
収
と
代
謝

　
摂
取
し
た
食
べ
物
は
、
そ
の

ま
ま
の
形
で
は
身
体
の
役
に
立

ち
ま
せ
ん
。
食
べ
物
を
身
体
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
形
に

す
る
こ
と
を
消
化
と
い
い
、
消

化
器
官
か
ら
体
液
中
に
取
り
込

む
こ
と
を
吸
収
と
言
い
ま
す
。

各
消
化
器
官
は
運
動
し
な
が
ら

消
化
液
の
働
き
に
よ
っ
て
栄
養

素
を
吸
収
し
や
す
い
大
き
さ
に

分
解
し
て
い
き
ま
す
。
消
化
さ

れ
た
栄
養
素
は
主
と
し
て
小
腸

か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。
栄
養
素

の
多
く
は
毛
細
血
管
を
通
し
て

肝
臓
に
集
め
ら
れ
、
必
要
に
応

じ
て
静
脈
か
ら
心
臓
を
通
っ
て

全
身
に
運
ば
れ
ま
す
。
一
方
、

脂
質
は
リ
ン
パ
管
を
経
て
静
脈

に
入
り
、
同
様
に
全
身
に
運
ば

れ
ま
す
。

　
吸
収
さ
れ
た
栄
養
素
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
身
体
に
必
要
な
物
質

に
変
化
す
る
こ
と
を
代
謝
と
言

い
ま
す
。
吸
収
・
代
謝
さ
れ
た

後
に
残
っ
た
物
質
は
便
や
尿
と

し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

消
化
・
吸
収
の
過
程

　
消
化
器
官
は
そ
れ
ぞ
れ
に
運

動
し
な
が
ら
消
化
液
の
働
き
に

よ
っ
て
、
摂
取
し
た
食
べ
物
を

小
さ
な
分
子
に
ま
で
分
解
し
ま

す
。
大
部
分
の
栄
養
素
が
小
腸

か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
口
か
ら
始
ま
る
消
化
の
過

程
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑴
口 

… 

食
べ
物
を
と
り
い
れ
、

か
み
、唾
液
と
混
ぜ
て
飲
み
こ
む

　
口
で
は
食
べ
物
を
か
み
砕
い

て
細
か
く
し
、
唾
液
と
混
ぜ
て

飲
み
こ
み
ま
す
。
唾
液
に
は

糖
質
を
分
解
す
る
酵
素
が
含
ま

れ
て
い
て
、
食
べ
物
と
一
緒
に

飲
み
下
さ
れ
て
胃
に
入
っ
た
後

も
、
胃
液
が
働
く
ま
で
は
作
用

し
続
け
ま
す
。
唾
液
の
分
泌
を

促
す
た
め
に
は
よ
く
噛
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
噛
む
回

数
が
多
い
ほ
ど
満
腹
感
が
得
ら

れ
、
脳
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
唾
液
と

混
ぜ
ら
れ
た
食
べ
物
は
食
道
に

送
ら
れ
ま
す
。

⑵
胃 

… 

摂
取
し
た
食
べ
物
を

か
ゆ
状
に
消
化
、胃
液
に
よ
っ
て

た
ん
ぱ
く
質
を
分
解

　
胃
は
食
道
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
食
べ
物
を
一
時
的
に
貯
め

て
、
胃
の
運
動
に
よ
っ
て
食
べ

物
を
胃
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
か

ゆ
状
に
し
ま
す
。
胃
液
に
は
た

ん
ぱ
く
質
分
解
酵
素
の
ペ
プ
シ

ン
や
塩
酸
、
粘
液
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
り
、
塩
酸
に
は
た
ん
ぱ

く
質
を
変
性
し
て
た
ん
ぱ
く
分

解
酵
素
の
作
用
を
受
け
や
す
く

し
た
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
水
溶

液
に
し
て
小
腸
で
の
吸
収
を
助

け
た
り
、
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ

な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
胃

の
内
容
物
が
十
二
指
腸
に
入
る

と
、
胃
液
の
分
泌
は
抑
え
ら
れ

ま
す
。

⑶
十
二
指
腸 

… 

膵
液
、胆
汁
を

混
ぜ
る

　
胃
の
内
容
物
が
十
二
指
腸
に

送
ら
れ
る
と
膵
臓
か
ら
膵
液
、

栄
養
と
健
康
⑶

健
康
づ
く
り

消化器官の位置と名称

口

食道肝臓

胆のう

十二指腸

小腸

胆のう

膵臓十二指腸
大腸

小腸

肛門

胃
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あなたのキャリア・スキルにあった仕事
を紹介します。登録はカンタン！まずは、
お気軽にお電話ください。あなたにピッ
タリな仕事探しをお手伝いします。

TEL092-623-2187
人材サポート本部

①苦汁 ②備忘録 ③頻出

④履修 ⑤疑似 ⑥奇

⑦扇 ⑧端 ⑨攻

⑩薄 ⑯

⑪さんどう

⑫そしゃくち

⑬ぎゅうじ

⑭ひよりみ

⑮ゆいび

胆
嚢
か
ら
胆
汁
が
分
泌
さ
れ
ま

す
。
膵
液
に
は
糖
質
、
脂
質
、
た

ん
ぱ
く
質
を
分
解
す
る
強
力

な
消
化
酵
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
膵
液
は
ア
ル
カ
リ
性
で
胃

内
容
物
の
酸
性
を
中
和
し
ま

７月～９月の健康運
マケーンシュムシュケル・達也 

牡羊座 3/21 - 4/19

牡牛座 4/20 - 5/20

双子座 5/21 - 6/21

蟹　座 6/22 - 7/22

獅子座 7/23 - 8/21

乙女座 8/22 - 9/22

天秤座 9/23 - 10/23

蠍　座 10/24 - 11/22

射手座 11/23 - 12/21

山羊座 12/22 - 1/20

水瓶座 1/21 -2/18

魚　座 2/19 - 3/20

HOROSCOPE

大きな病気はしないものの、小さい
病気をしそうな予感。風邪など引か
ないように予防を心がけましょう。
とにかく無理をしないように。

パソコンのし過ぎで、疲れ目から頭
痛や肩こりに悩まされそう。疲れた
なと思ったら、軽いストレッチなど
をして体をほぐしてあげましょう。

公私ともに忙しくなりそうな予感。
栄養バランスを心がけ、、毎日のバス
タイムでは心も体もリラックスする
ようにゆっくり浸かってください。

健康運は問題なく過ごせそう。バ
ランスのよい食事を心がけ、飲み会
の席では暴飲暴食を避けるように
するとよいでしょう。

健康を維持するために、今できる
運動を始めてみましょう。また、食
生活に気をつけることで、今後の健
康運がアップするでしょう。

暑いからといって体を冷やしすぎな
いようにしましょう。冷たい飲み物
ではなく温かい飲み物で胃腸を温
めてあげることも大切です。

健康運は好調で大きな病気やケガ
はないでしょう。ただし無理は禁
物。少しでも疲れたなと思ったら、
早めに就寝するようにしましょう。

心身ともに吉。公私ともに大いに
楽しめそうな予感。今までできな
かったことにチャレンジするのもい
いかも。ただし油断は禁物。

公私ともに忙しすぎて、食欲不振や
胃の働きがダウンしてしまいがち
です。休みの日には、体をゆっくり
休め、のんびりと過ごしましょう。

規則正しい生活が送れそう。健康
にしっかり向き合うことで仕事も順
調な予感。暴飲暴食を避けバラン
スのとれた食事を心がけましょう。

お肌のトラブルに見舞われそう。
紫外線が強い外での活動は日焼け
止めなどを利用するようにしましょ
う。紫外線対策は万全に。

スタミナ切れを起こしそうな予感。
そんな時は無理をせず、早めに仕
事を切り上げてストレス発散を心
がけるようにしましょう。

〈
参
考
文
献
〉

・
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ「
栄
養
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

す
。
ま
た
胆
汁
は
脂
肪
の
乳
化

を
行
い
、
分
解
や
吸
収
を
助
け

ま
す
。
十
二
指
腸
で
こ
れ
ら
の

消
化
液
と
混
ぜ
あ
わ
さ
れ
た
内

容
物
は
小
腸
に
送
り
込
ま
れ
ま

す
。

⑷
小
腸 

… 

大
部
分
の
栄
養
素

を
吸
収
す
る

　
小
腸
で
は
さ
ら
に
腸
液
が
分

泌
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
栄
養
素

が
分
解
、
吸
収
さ
れ
ま
す
。
吸

収
さ
れ
た
栄
養
素
は
２
つ
の
経

路
を
通
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
，

さ
ま
ざ
ま
な
器
官
で
利
用
さ
れ

た
り
貯
蔵
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

①
腸
の
毛
細
血
管
↓
門
脈
↓
肝

臓
↓
静
脈
↓
心
臓
↓
全
身
へ

　
糖
質
、
一
部
の
脂
肪
酸
、
た
ん

ぱ
く
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
水
溶
性
ビ

タ
ミ
ン
、水

②
リ
ン
パ
管
↓
胸
管
↓
静
脈
↓

心
臓
↓
全
身
へ

　
脂
質
、脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

⑸
大
腸 

… 

未
消
化
物（
主
に
食

物
繊
維
）を
微
生
物
に
よ
っ
て
分

解
し
、排
泄

　
大
腸
で
は
小
腸
で
吸
収
さ
れ

な
か
っ
た
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
が

吸
収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、さ
ま
ざ

ま
な
腸
内
細
菌
が
常
に
活
動
し

て
い
て
、
食
物
繊
維
な
ど
未
消

化
物
を
発
酵
に
よ
っ
て
分
解
し

排
泄
し
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、そ
の
分
解
産
物
の
一
部
が

吸
収
さ
れ
ま
す
。
消
化
さ
れ
ず

に
最
後
ま
で
残
っ
た
も
の
は
、便

と
し
て
体
外
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
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2
7
1
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吸収の経路

静脈

胸管
門脈

肝臓 心臓

毛細血管からの
吸収の流れ

リンパ管からの
吸収の流れ

リンパ管リンパ管
毛細血管毛細血管
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①
決
勝
戦
で
は(

）を
な
め
た
。

②(

）と
し
て
書
き
留
め
る
。

③
試
験
で(

）
す
る
漢
字
だ
。

④
必
要
単
位
を(

）し
、
終
え
る
。

⑤
車
の
運
転
を(

）
体
験
す
る
。

3 7

1

4

8

2

2

7

3

8
4

5

7

9

2 9

5

?

?

? ⑪
川
沿
い
の
が
け
に
桟
道
が
続
く
。

⑫
租
借
地
の
返
還
期
限
が
迫
る
。

⑬
党
内
を
牛
耳
る
。

⑭
日
和
見
主
義
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑮
唯
美
派
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

⑥（

）
想
天
外

⑦
夏
炉
冬
（

）

⑧
準
備
万
（

）

⑨
難
（

）
不
落

⑩
意
志
（

）
弱

勝  

で
は

  

(

ク
ジ
ュ
ウ

   

ビ
ボ
ウ
ロ
ク

 

験
で(

ヒ
ン
シ
ュ
ツ

 

要
単
位              

リ
シ
ュ
ウ

 

運
転
を(

ギ
ジ

タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
ま
し
ょ
う

カ
タ字

熟
語
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う

四
字

の
部
分
の
読
み
を
書
き
ま
し
ょ
う

線
の
線

脳だめし脳脳だめし脳だめし

あ
な
た
は
何
問
で
き
る
？

答
え
は
Ｐ
15
の
下
に
あ
り
ま
す
。

?

の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う

次
の

特集

住　所 / 福岡市東区松島3-29-18
電　話 / 092-624 -0282　定　価 / 617円
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発行所 / （株）シー・アール・シー アド本部

三宅　大輔

吉川　拓希

原田 桂輔

安部　紗世

平川美沙子

髙山 直樹

岡林 五月

（株）シー・アール・シー　

（株）シー・アール・シー　

（株）シー・アール・シー

（株）CRC食品環境衛生研究所

（株）臨床病態医学研究所

（株）シー・アール・シー・サービス
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平成24年入社

平成24年入社

平成18年入社

平成18年入社

平成9年入社

平成25年入社 保健師

臨床検査技師

臨床検査技師

食品衛生責任者

生保・損保募集人資格

ホームへルパー
医療福祉環境アドバイザー

縦横９列それぞれに１～９までの数字が１
コずつ入る。入入 太線で囲まれた３ｘ３の枠内
（マスは９コ）にも１～９までの数字が１コ
ずつ入る入入 。従って縦横、枠内で同じ数字
が重複して入ることはない。

⑯

糖尿病

臨床検査技師

〒813-0062 福岡市東区松島3丁目29-18

物収医療廃棄物収収集集運搬医医療療廃廃棄物収収集集運搬物物 集療 棄物 集集集 搬療療医療 棄物 集 搬棄 収棄 収収物収物物物物棄廃療療 物収物物収集収廃廃 運収集集運搬療医医医医療療医医医療医療療廃廃廃棄物棄棄物棄物物収収収集集集運集運運搬運搬

福岡県 佐賀県 長崎県

お問い合わせは
お気軽にどうぞ 092-623-2111

総合インフォメーション

き
そ
う
て
ん
が
い

か
ろ
と
う
せ
ん

じ
ゅ
ん
び
ば
ん
た
ん

な
ん
こ
う
ふ
ら
く

い
し
は
く
じ
ゃ
く
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